「ラボカフェ」　応募用紙　（送付先 labcafe@21c-kaitokudo.osaka-u.ac.jp）
提出日　令和●年●月●日

必要事項をご記入の上、カフェプログラム実施希望日の3カ月前の末日までに、提出してください。
*が付いた項目は、事務局が広報物を作成する際、適宜編集の上、使用いたします。予めご了承ください。
	記入者名

（代表／カフェマスター）*
	●●●●
※教職員に限る
	所属
	●●研究科
	e-mail
	##@###

	
	
	電話番号
	０６−００００−００００
	緊急連絡先
	090-0000-0000

	プログラム名*
	カフェ名称　　　　哲学カフェ　　　　　

テーマ・タイトル　　哲学の難問シリーズ

	使用日時*
	第１希望＝令和　元年　7　月　10日　（火）　　　　　18:00～21:30

第２希望＝令和　元年　7　月　22日　（木）　　　　　18:00～21:30
第３希望＝令和　元年　7　月　31日　（土）　　　　　14:00～17:30
 　※月曜休館（祝日の場合は翌日休館）※最大12時～21時の使用可※仕込み撤去等の所用時間を要考慮

	開場時間*
	18:30/14:30

※実施30分前には要設定
	実施時間*
	　19:00～21:00 

　15:00～17:00

	定　　員*
	事前申し込み　（ 必要 ・ ●不要 ）

30名   途中入退場　（ ●自由 ・ 不可 ）
	お客さま対応スタッフ者数

（出演者を除く　必ず1名以上）
	2名

	内　　容*
	（主旨・目的・概要／300字程度）　※広報情報のリード文として抜粋/引用します。
世代や属性を超えた人々が集い、自身の言葉で哲学のテーマについて語り合う場を設ける哲学カフェ。ここでは、コーヒーを飲みながら、日常生活から科学、芸術まで、幅広いテーマについて参加者みんなで問いを立てて議論を楽しみます。今回は哲学者たちが議論してきた難問に自分の頭を使ってチャレンジします。予習厳禁につき、テーマは当日に発表を予定しています。

	
	（ゲスト名・所属・肩書き、プロフィール／150字程度）　※広報情報として抜粋/引用します。
進行役／●●●●

	
	（共催・協力団体名）　※広報情報として抜粋/引用します。
共催／●●●●

	
	（その他）　※上映、演奏等に係る著作権等はプログラム主催者で対応して下さい。

	想定される

効果
	（200字程度）

哲学のテーマについて、専門知識に基づいて議論するのではなく、世代や属性を超えた人々が集って自身の言葉で語り合う場を設けることにより、対話によるコミュニケーションの場を創出し、問いに対して向合い、考え、話す実践を通じて、人生を生抜くチカラ（教養）の会得の機会とする。

	広報物の

作成予定
	●あり　　・　　なし　　　　※「あり」の場合、印刷・配布以前に事務局との調整が必要です。

	備品の使用
	●あり　　・　　なし　　　　※備品を使用する場合は（別紙）に必要数を記入してください。

	その他
	（持参する物品）※施設に搬入用エレベーターや専用駐車場はありません。レジュメ等を配付する場合は必要部数をコピーし、ご持参ください。

パソコン、配付物

	
	（参加費等徴収、物販の有無）　※所定の手続き、手数料（売上総額の10%）の納入が前提条件となります。


（別　　紙）

※使用希望の備品　　表の右端の空白欄に、使用希望数をご記入ください。
	品目
	品質・形状・寸法
	数量
	必要数

	スピーカーミキサー一式
	スピーカー２台ミキサー１台
	1
	１

	マイク
	ワイヤレスマイク2、他は有線マイク
	4
	３

	プロジェクター
	
	1 
	

	自立型スクリーン
	スクリーンサイズ最大幅2032mm×高さ1524mm
	1 
	

	DVDプレーヤー
	
	1
	

	パーテーション
	幅1200mm×高さ1800mm.キャスター付き
	4
	

	長机・天板茶色
	幅1800mm×奥行750mm×高さ700mm
	3
	

	長机・天板白色
	幅1800mm×奥行450mm×高さ700mm
	7
	

	客席用椅子
	黒、グレーの２種
	100
	５０

	天板付き椅子
	
	5
	

	ホワイトボード
	
	2 
	１


· その他、下記の備品の使用、その他ご要望がありましたら、開催日より１ヶ月前までにご相談ください。

	品目
	品質・形状・寸法

	ライト　小
	

	ライト　大
	

	ピクチャレールのハンガー
	2m
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